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阿
部
幸
夫
著

幻
の
重じ

ゅ
う
け
い慶

二に
り
ゅ
う
ど
う

流
堂 

─
─
日
中
戦
争
下
の
芸
術
家
群
像

〈
東
方
書
店
、
二
〇
一
二
年
六
月
、
二
八
八
頁
〉

　「
二
流
」
と
綴
っ
て
「
ぐ
う
た
ら
」
と
読

む
よ
う
だ
が
、
胸
底
に
秘
め
た
強
靭
な
抵
抗

精
神
を
多
彩
な
遊
び
心
で
包
み
隠
す
文
人
・

芸
術
家
た
ち
の
日
々
の
姿
を
、
著
者
は
彼
ら

が
活
動
の
舞
台
と
し
た
重
慶
の
街
を
歩
き
、

検
証
し
な
が
ら
描
き
出
す
。

　
一
九
三
七
年
、
日
本
軍
の
猛
攻
の
前
に
中

華
民
国
の
首
都
で
あ
る
南
京
は
陥
落
す
る
。

蔣
介
石
に
率
い
ら
れ
た
国
民
政
府
は
長
江
中

流
域
の
要
衝
・
漢
口
に
首
都
を
移
す
が
、
こ

こ
も
長
く
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
や
が
て
長
江
上
流
に
在
っ
て
天
然

の
要
害
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
重
慶
を
臨
時

首
都
に
定
め
、
ア
メ
リ
カ
を
軸
と
す
る
欧
米

か
ら
の
支
援
を
テ
コ
に
日
本
へ
の
抵
抗
を
本

格
化
さ
せ
る
。
南
京
は
も
と
よ
り
北
京
、
上

海
な
ど
中
国
各
地
の
政
府
中
枢
機
関
、
大
学

を
筆
頭
と
す
る
教
育
研
究
機
関
な
ど
、
い
わ

ば
中
国
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
枢
が
重

慶
に
移
る
。
戦
火
を
逃
れ
た
文
化
人
の
多
く

も
、
そ
の
中
に
い
た
。

　
中
華
民
国
の
中
枢
が
海
岸
線
か
ら
遠
く
離

れ
た
重
慶
に
身
を
潜
め
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
地
上
部
隊
に
よ
る
攻
撃
を
断
念
し
た
日
本

軍
は
三
八
年
末
か
ら
四
三
年
八
月
ま
で
の

間
、
航
空
機
に
よ
る
戦
略
爆
撃
に
よ
っ
て
重

慶
の
抗
戦
意
志
を
挫
く
こ
と
を
狙
っ
た
。
日

本
軍
航
空
機
の
猛
爆
は
続
く
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
二
流
子
た
ち
の
抵
抗
も
続
く
。
彼
ら
は

演
劇
を
書
き
演
じ
続
け
る
。

　
郭
沫
若
が
名
づ
け
た
二
流
堂
に
集
っ
た
唐

瑜
、
金
山
、
王
瑩
、
潘
漢
年
、
馮
亦
代
、
戴

浩
、
夏
衍
、
陽
翰
笙
、
曹
禺
、
老
舎
、
陳
白

塵
ら
二
流
子
の
重
慶
に
お
け
る
二
流
子
ぶ
り

が
、
著
者
の
筆
に
よ
っ
て
生
き
生
き
と
描
か

れ
て
い
る
。
唐
瑜
を
「『
二
流
堂
』
の
工
程

師
」、
潘
漢
年
を
「
裏
街
道
の
仕
事
師
」、
戴

浩
を
「『
二
流
堂
』
の
世
話
役
」、
曹
禺
を

「
全
方
位
演
劇
人
」、
老
舎
を
「
生
真
面
目
な

『
ど
た
ば
た
喜
劇
』」、
陳
白
塵
を
「
中
華
劇

芸
社
の
書
き
手
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
そ

の
“
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
”
の
見
事
さ
に
感
服

す
る
ば
か
り
だ
。

　
よ
り
強
い
韜
晦
の
意
志
を
感
じ
さ
せ
る
二

流
子
を
名
乗
っ
た
彼
ら
の
魂
胆
に
、
あ
る
種

の
清
々
し
さ
と
心
栄
え
を
感
ず
る
。
日
中
戦

争
下
の
臨
時
首
都
・
重
慶
に
集
っ
た
二
流
子

た
ち
も
ま
た
、
激
動
す
る
政
治
に
翻
弄
さ
れ

な
が
ら
も
自
ら
の
意
志
を
貫
こ
う
と
す
る
中

国
文
人
の
伝
統
に
生
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
で

あ
れ
ば
こ
そ
時
移
り
、
新
た
な
政
治
的
激
変

に
見
舞
わ
れ
れ
ば
、
彼
ら
は
ま
た
、
新
た
な

政
治
的
激
流
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
も
ま
た
二
流
子
を
名
乗
っ
た
彼
ら
が
背

負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
宿
命
だ
っ
た
。

　
だ
が
重
慶
で
の
二
流
子
は
、
文
化
大
革
命

で
は
二
流
子
と
し
て
振
る
舞
う
こ
と
は
許
さ

れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
文
化
大
革

命
は
強
烈
な
政
治
の
激
流
で
あ
り
、
そ
れ
が

中
国
の
政
治
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

　
巻
末
の
「
重
慶
『
二
流
堂
』
関
連
人
物
ラ

フ
・
ス
ケ
ッ
チ
（
一
九
四
二
年
）」「
霧
の
重

慶
　
演
劇
（
話
劇
）
公
演
一
覧
　
皖
南
事
変

以
降
　
一
九
四
一

－

一
九
四
六
（
〜
四
月
）」

が
嬉
し
い
。 

（
樋
泉
克
夫
）


